
Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

資料２

令和４年３月

国土交通省 港湾局
海岸・防災課

潮位差の大きい地域における参考事例
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潮位差（HWL-LWL）

北← 日本海側 →南 東シナ海側 北← 太平洋側 →南

東京湾 伊勢湾

東← 瀬戸内海 →西

大阪湾

1

全国港湾における潮位差（H.W.L - L.W.L）

九州
（有明海等）

○北海道・本州の日本海側では、潮位差は概ね0.5mで一様である。
○東シナ海側の九州の港湾では、複雑に入り組んだ内海に位置する港湾が多く、潮位差が大きい。
熊本港において、最大4.5mの潮位差が生じている。

○北海道・本州の太平洋側では、潮位差は概ね1.5m前後であり、東京湾・伊勢湾でやや増大する。
○瀬戸内海側では、本州・四国間の海峡幅が狭くなる宇野港以西で潮位差が増大し、3.5m程度の
潮位差となる。

北海道・本州

熊本港

宇野港
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岸壁（水深-4.5ｍ未満）

天端-HWL 天端-LWL
北← 日本海側 →南 東シナ海側 北← 太平洋側 →南

東京湾 伊勢湾

東← 瀬戸内海 →西

大阪湾

2

全国港湾における天端高と潮位の差（水深4.5m未満の施設）

九州
（有明海等）

○水深4.5m未満の比較的小規模な岸壁について、各港湾の代表的天端高（最も施設数が多い天
端高）を抽出し、潮位（H.W.L及びL.W.L）との関係を整理した。

○天端高とH.W.Lとの差は、全国で概ね1m前後であるが、三大湾では2m程度の差となる。
○北海道・本州の日本海側では、天端高とL.W.Lとの差は1～2m程度となる。
○東シナ海側の九州の港湾では、天端高とL.W.Lとの差が大きく、2～6m弱程度となる。熊本港にお
いて、最大5.7mの差が生じている。

○北海道・本州の太平洋側では、天端高とL.W.Lとの差は概ね2～4m程度であり、東京湾・伊勢湾で
4m程度まで増大する。

○瀬戸内海側では、本州・四国間の海峡幅が狭くなる宇野港以西で天端高とL.W.Lとの差が増大し、
4～5m程度の値となる。

北海道・本州
熊本港

宇野港



0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

稚
内

石
狩
湾
新

能
代

秋
田

新
潟

新
潟
（
西
）

小
木
（
小
木
）

直
江
津

七
尾

敦
賀

鳥
取

西
郷

三
隅

唐
津

伊
万
里

佐
世
保

福
江

三
角

鹿
児
島

西
之
表

網
走

釧
路

苫
小
牧

函
館

む
つ
小
川
原

久
慈

釜
石

仙
台
塩
釜

仙
台
塩
釜
（仙
台
塩
…

小
名
浜

茨
城
（
常
陸
那
珂
）

鹿
島

千
葉

川
崎

横
須
賀

清
水

三
河

名
古
屋

津
松
阪

日
高

須
崎

宇
和
島

佐
伯

宮
崎

志
布
志

尼
崎
西
宮
芦
屋

阪
南

神
戸 橘

姫
路

岡
山

坂
出

三
島
川
之
江

尾
道
糸
崎

今
治 呉

岩
国

大
分

三
田
尻
中
関

小
野
田

下
関

天
端
高
と
潮
位
の
差

(m
)

岸壁（水深-4.5ｍ以上）

天端-HWL 天端-LWL

北← 日本海側 →南 東シナ海側 北← 太平洋側 →南

東京湾 伊勢湾

東← 瀬戸内海 →西

大阪湾
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全国港湾における天端高と潮位の差（水深4.5m以上の施設）

九州
（有明海等）

○水深4.5m以上の比較的大規模な岸壁について、各港湾の代表的天端高（最も施設数が多い天
端高）を抽出し、潮位（H.W.L及びL.W.L）との関係を整理した。

○天端高とH.W.Lとの差は、水深4.5m未満の施設と比較して、全体的に0.5～1.0m程度増大する。
○北海道・本州の日本海側では、天端高とL.W.Lとの差は2～3m程度となる。
○東シナ海側の九州の港湾では、天端高とL.W.Lとの差が大きく、3～6m弱程度となる。熊本港にお
いて、最大5.7mの差が生じている。

○北海道・本州の太平洋側では、天端高とL.W.Lとの差は概ね3～4m程度であり、東京湾・伊勢湾で
4～5m程度まで増大する。

○瀬戸内海側では、本州・四国間の海峡幅が狭くなる宇野港以西で天端高とL.W.Lとの差が増大し、
4～5m程度の値となる。

北海道・本州
熊本港

宇野港



4

天端高と潮位の差が大きい港における利用上の工夫～瀬戸内海における事例～

○瀬戸内海の港湾や漁港では、小型船舶の係留に浮桟橋を用いる例が多い。
○フェリー岸壁では、フェリー側に加えて係留施設側にも可動橋を設置して潮位差に対応している
場合もある。

愛媛県東予港

岡山県大畠漁港
おおばたけ

低潮位時のイメージ

高潮位時のイメージ

潮位に合わせて
可動部が昇降
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天端高と潮位の差が大きい港における利用上の工夫～九州における事例～

○古くに整備された岸壁は、潮位差に対応するため、階段形状にしている事例が多い。

熊本県百貫港
ひゃっかん

鹿児島県片側港
かたそば

潮位に合わせて
着岸位置を変更

潮位に合わせて
着岸位置を変更


